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■今月の表紙
　7月 18日、宿泊体験学習で五頭連峰少年自
然の家を訪れた水原小学校の 5年生が沢登り
に挑戦しました。



3 令和元年 8月号 2令和元年 8月号

件件数 8,848 件件件件件数 8,848 件件件
金金金額額金金金金金額額　1億億 8,,,630 万万 9,,,000 円円1億億 8,,,630 万万 9,,,000 円円円円

■この記事に関する問い合わせ　市長政策・市民協働課 政策推進係　☎ 62-2510（内線 2221）

全国各地の皆さんから温かいご支援をいただきました！
平成 30年度の寄付件数と寄付金額平成 30年度の寄付件数と寄付金額

希望する寄付金の用途 件数 金額
1 白鳥の瓢湖、五頭連峰、阿賀野川など豊かな自然環境を守り育てる事業 4,498 件 9,338 万円

2 ふるさと阿賀野市の文化と子どもたちを守り育てる事業 2,684 件 5,632 万円

3 その他目的達成のために市長が必要と認める事業（使途の指定なし） 1,666 件 3,660 万 9,000円

活用額 3,264 万 6,000 円活用額 3,264 万 6,000 円
寄付金は「ふるさと阿賀野市応援基金」として積み立て、阿賀野市の美しい自然と子どもたちの未来

のために活用されます。平成 30年度は以下の事業に活用しました。

■瓢湖ハス刈り事業（寄付金活用額 264 万 6,000 円）

瓢湖のハス刈りを実施し、動植物の生息環境を整備しました。

■阿賀野市奨学貸付金事業（寄付金活用額 3,000 万円）

経済的な理由から高校や大学、専門学校等への進学を諦めざるを得ない子どもたちが「教育の
チャンス」を得られるように、市独自の奨学貸付金事業を実施しました。

ふるさと阿賀野市応援寄附

　「魅力ある阿賀野市が好き！」「がんばれ阿賀野市！」との思い
によるご支援に、心から感謝します。

  令和元年度の活用予定令和元年度の活用予定
　今年度も引き続き、瓢湖の環境整備や阿賀野市奨学貸付金事業などに活用する予定です。今後も寄付
をしていただいた皆さんの思いに応え、市を元気にする取り組みを進めていきます。

平成 30年度  寄付金の活用状況平成 30年度  寄付金の活用状況

実施前実施前 実施後実施後

■この記事に関する問い合わせ　危機管理課 危機管理係　☎ 62-2510（内線 2233）

さまざまな手段で
伝達します

災害に関する情報は

　市内 134 か所にあるス
ピーカーから情報を一斉に
伝達します。放送内容は電
話自動応答（☎ 0250-62-
8150）でも確認できます。

　リモコンの「d ボタン」
を押すことで、気象情報や
避難情報、開設避難所情報、
川の水位などを確認するこ
とができます。

　FMにいつの放送を利用して
情報を伝えます。災害時には自
動起動で放送が流れます。ラジ
オは１台 5,000 円で市役所で販
売しています。

　市ホームページのトップ
ページに情報を掲載します。
「防災・安心情報」のページ
には、防災に関するさまざま
な情報が掲載されています。

　防災情報や防犯情報などをお知らせ
する登録型のメールサービスです。文
字による情報なので、後で読み直すこ
ともできます。防災行政無線による放
送内容が放送と同時に安全安心メール
でも送信されるので、聞こえなかった
り、聞き逃したりした場合にも内容を
確認できます。登録方法については市
ホームページ（「安全安心メール」で
検索）を見てください。

　災害時はさまざまな情報
が飛び交います。ここで紹
介したように、情報の入手
先はたくさんあるので、自
分に合った情報の入手方法
を確認しておきましょう。
事前の準備が、いざという
ときに役立ちます。

●防災行政無線

●テレビ（NHKデータ放送）

●緊急告知 FMラジオ

●市ホームページ

●安全安心メール
～事前に備えましょう～



5 令和元年 8月号 4令和元年 8月号

◆長年にわたる功績・功労者に贈られました

　新保さんは、昭和 62 年５月から平成 16 年３月まで
京ヶ瀬村議会議員として、平成 16 年４月から同年 10
月まで阿賀野市議会議員として、通算 17年６か月の長
きにわたり務められました。
　この間、京ヶ瀬村議会社会建設常任委員会委員長およ
び副委員長の要職を歴任。阿賀野市議会運営委員会委員
や水原郷病院組合議会議員、阿賀北広域組合議会議員を
務めるなど、村政および市政の伸展に尽力されました。

新保 松
ま つ お

雄さん（深堀）旭日単光章旭日単光章

高齢者叙勲（6月1日）地方自治功

表彰

優
良
会
員
表
彰

●
齋
藤
龍
子
さ
ん

　

6
月
18
日
、
新
潟
県
自
治
会
館

（
新
潟
市
中
央
区
）で
行
わ
れ
た「
第

39
回
食
生
活
改
善
の
つ
ど
い
」
で

齋
藤
龍
子
さ
ん
（
天
朝
通
）
が
新

潟
県
食
生
活
改
善
推
進
委
員
協
議

会
優
良
会
員
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

齋
藤
さ
ん
は
、
平
成
9
年
4
月

か
ら
水
原
町
の
食
生
活
改
善
推
進

委
員
と
し
て
活
動
。
入
会
当
初
か

ら
現
在
ま
で
、
町
や
市
の
食
生
活

改
善
推
進
委
員
協
議
会
理
事
や
会

計
を
務
め
る
な
ど
、
長
年
の
功
績

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

代
表
監
査
委
員
に
就
任

●
7
月
1
日
付
け
で
選
任

　

土
橋
伴
二
氏
が
監
査
委
員
を
任
期
満

了
に
よ
り
退
任
さ
れ
、
照
田
伸
宏
氏
（
66

歳
・
新
潟
市
西
区
）
が
議
会
の
同
意
を
得

て
新
し
く
代
表
監
査
委
員
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

任
期
は
、
令
和
元
年
7
月
1
日
か
ら
令

和
5
年
6
月
30
日
ま
で
の
4
年
間
で
す
。

　

な
お
、
土
橋
氏
は
平
成
23
年
7
月
1

日
か
ら
令
和
元
年
6
月
30
日
ま
で
代
表

監
査
委
員
を
8
年
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
長

い
間
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

第
15
回
市
民
ナ
イ
タ
ー

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

●
山
本
新
チ
ー
ム
2
連
覇

　

6
月
1
日
か
ら
6
月
20
日
ま
で
の
20
日
間
、
熱
い
戦

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
市
民
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
。
山
本
新
チ
ー
ム
が
見
事
2
連
覇
を
達
成
し
ま
し

た
。

　

監
督
の
石
川
耕
二
さ
ん
は
「
今
年
は
接
戦
の
試
合
が

多
か
っ
た
が
、
チ
ー
ム
力
が
発
揮
で
き
て
良
か
っ
た
」

と
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
回
か
ら
ホ
ー
ム
ラ
ン
賞
を
新
設
。
男
性
は
、

同
チ
ー
ム
の
高
橋
義
人
さ
ん
、
女
性
は
Ｋ
・
Ｓ
・
Ｕ
Ｎ

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｄ
チ
ー
ム
（
京
ヶ
島
・
曽
郷
・
姥
ヶ
橋
）
の
連

合
チ
ー
ム
の
鳥
居
里
緒
さ
ん
が
獲
得
し
ま
し
た
。

　

白
熱
し
た
中
で
も
、和
や
か
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

山本新チームの皆さん（前段左から相馬真司さ
ん、石川祥輝さん、清野秀道さん、石川真巳さ
ん、石川翔太さん、石川監督、石川天斗さん、
高橋さん。後段左から薄田秀樹さん、石川侑愛
さん、石川美雪さん、石川愛花さん、渡辺一徳
さん、高橋学さん、原宏樹さん、横山和矢さん）

新
潟
県
消
防
救
助

技
術
大
会

●
消
防
本
部
救
助
隊

　

６
月
27
日
、
消
防
本
部
で
県
消

防
救
助
技
術
大
会
に
向
け
た
救

助
訓
練
の
市
長
査
閲
を
実
施
。
一

般
公
開
に
園
児
な
ど
約
１
０
０

人
が
訪
れ
、
救
助
隊
員
が
訓
練
の

成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

７
月
４
日
の
県
消
防
救
助
技

術
大
会
で
は
、２
年
ぶ
り
に
「
引

揚
救
助
」
で
東
北
指
導
会
（
7

月
24
日
・
山
形
県
）
へ
の
出
場

が
決
定
し
ま
し
た
。「
ロ
ー
プ

応
用
登
は
ん
」
で
は
2
位
入
賞

を
は
た
し
ま
し
た
。

新
潟
県
消
防
協
会
三
市
北
蒲
原

地
区
支
会
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会

●
安
田
第
1
分
団
第
4
部
・
安
田
常
備
分
団

　

７
月
７
日
、
三
市
北
蒲
原
地
区
支
会
ポ

ン
プ
操
法
競
技
会
が
聖
籠
町
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

競
技
は
実
戦
的
な
水
出
し
操
法
で
行
わ

れ
、
阿
賀
野
市
か
ら
出
場
し
た
チ
ー
ム
の

成
績
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

【
小
型
ポ
ン
プ
の
部
】

 

安
田
第
１
分
団
第
４
部
（
庵
地
・
庵
地
小

路
・
岩
野
・
二
本
松
）
…
第
３
位

【
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
】

 

安
田
常
備
分
団
（
安
田
地
内
全
域
）

…
第
３
位

小型ポンプの部小型ポンプの部
（安田第１分団第４部）（安田第１分団第４部）

自動車ポンプの部自動車ポンプの部
（安田常備分団）（安田常備分団）

準優勝：白鳥通りチーム　　　　　
第 3位：学校町チーム、駒五郎チーム

子
ど
も
た
ち
の
育
成
に

●
越
後
阿
賀
野
会

　

6
月
27
日
、
越
後
阿
賀
野
会
の
小

林
公
美
子
会
長
（
中
央
町
）
と
小
林

恵
美
子
さ
ん
（
北
本
町
）
が
市
役
所

を
訪
問
。
6
月
23
日
に
行
わ
れ
た
「
第

8
回
歌
と
踊
り
の
発
表
会
」
で
、
出

演
者
か
ら
募
っ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募

金
3
万
円
を
、
子
ど
も
た
ち
の
育
成

の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

　

発
表
会
は
、
越
後
阿
賀
野
会
を
も
っ

と
活
性
化
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
当
日
は
約

２
５
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

左から、小林（恵）さん、小林会長、田中市長左から、小林（恵）さん、小林会長、田中市長

寄附

左から、田中市長、新保さん

委員紹介

「
か
も
め
ー
る
」

は
が
き
を
寄
贈

●
市
内
郵
便
局

　

7
月
16
日
、市
内
郵
便
局
を
代
表
し
、

阿
賀
野
郵
便
局
長
、
分
田
郵
便
局
長

が
市
教
育
委
員
会
を
訪
れ
、「
手
紙
文

化
振
興
事
業
」
に
係
る
寄
付
目
録
の

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
昨
年
度
か
ら
実
施

さ
れ
、
夏
休
み
の
機
会
に
手
紙
の
や
り

と
り
を
通
じ
て
、
手
紙
の
楽
し
み
や
喜

び
な
ど
を
体
験
し
て
ほ
し
い
と
の
思
い

か
ら
、
郵
便
局
が
市
内
の
事
業
所
の

賛
同
を
得
て
、
市
内
の
全
小
中
学
生

に
９
６
０
０
枚
の
「
か
も
め
ー
る
」
は

が
き
を
配
布
し
た
も
の
で
す
。

左から、神田教育長、小川分田郵便局長、左から、神田教育長、小川分田郵便局長、
滝澤阿賀野郵便局長滝澤阿賀野郵便局長

左から、藤川昌司さん、吉田大弥さん、山田左から、藤川昌司さん、吉田大弥さん、山田
力也さん、長谷川慎さん、五十嵐佑紀さん力也さん、長谷川慎さん、五十嵐佑紀さん

照田 伸宏氏
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★7月もイベントに参加してきたっちょ！

　7月 6日、7日は「トキっ子子育て応援フェ

ア2019」、6日は「風の子子ども園夏祭り」に
参加してきたよ。一緒に遊んでくれたみんな、
ありがちょ！

★ 今月のイベント参加予定だよ！

　8月 9日は「阿賀野市認知症カフェ in はあ

とふるあたご」、17日は「出湯盆踊り」、24日
は「水原まつり民踊流し」に登場予定だよ。
　みんなと会えるのを楽しみにしているっ
ちょ！

★ ごずっちょをイベントに出演させ
ませんか？

　幼稚園・保育園や小・中学校、地域のイベ
ントにごずっちょを登場させませんか。
　ごずっちょのイベント出演に関する詳しい
問い合わせは、市長政策・市民協働課まで。

ごずっちょのお出掛け情報やごずっちょのお出掛け情報や
近況をお知らせします近況をお知らせします

ごずっちょ通信ごずっちょ通信№86№86
ごずっちょの情報は、Facebook や市ホームページで
も見れるっちょ。
【問い合わせ】
市長政策・市民協働課 市民協働係　☎ 62-2510

ごずっちょ 検索

さあ、「広報あがの」をすみずみまで読みつくそう！○に当てはまる文字や数字を答えてください。

問題 1：防災行政無線は市内に○

か所

☆応募の方法など☆

　①クイズの答え、②広報紙や市政への意見、
③郵便番号・住所、④氏名、⑤年齢、⑥電話番
号を記入し、はがきや電子メール、ＦＡＸで 8
月 19 日（月）必着で応募してください。
送付先：〒959-2092　阿賀野市役所　広報あがの行
電子メール：shiminkyodo@city.agano.niigata.jp
ＦＡＸ：62-0281
※正解者の中から抽選で 5人にごずっちょグッ
　ズをプレゼントします。発表は、賞品の発送
　をもって代えさせていただきます。

★今月のプレゼント★プレゼプレ

ごずっちょシール＆ごずっちょシール＆
キーホルダーキーホルダー

☆ 7月号の正解は次のとおりです。☆

問題 2：平成 30年度のふるさと阿

賀野市応援寄附の件数は○件

をを
読み読みつくせ！つくせ！

紙面紙面

トキっ子子育てトキっ子子育て
応援フェア 2019応援フェア 2019

風の子子ども園風の子子ども園
夏祭り夏祭り

● 

今
月
は 

深
堀 

で
す 

●

か
つ
て
は
深
堀
村

　

深
堀
は
、
京
ヶ
瀬
支
所
か
ら
北

西
に
約
１
㎞
、
阿
賀
野
川
右
岸
に

位
置
し
ま
す
。
江
戸
期
に
は
新
発

田
藩
に
属
す
る
村
で
、
田
園
が
広

が
る
こ
の
地
域
に
は
阿
賀
野
川
や

新
江
用
水
か
ら
田
ん
ぼ
に
水
を
引

く
た
め
の
分
水
が
数
か
所
あ
り
、

地
名
は
こ
れ
ら
の
堀
（
水
路
）
に

ち
な
む
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

毒
虫
退
散
の
祭
礼

　

ダ
ニ
の
一
種
で
あ
る
ツ
ツ
ガ
ム

シ
に
刺
さ
れ
る
こ
と
で
か
か
る
つ

つ
が
虫
病
は
、
死
に
至
る
こ
と
も

あ
る
怖
い
病
気
で
す
。
深
堀
は
ツ

ツ
ガ
ム
シ
の
生
息
地
と
な
る
草
む

ら
が
多
く
、
昔
は
つ
つ
が
虫
病
の

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
た
め
現
在
で
も
毎
年
７
月
５
日

に
毒
虫
退
散
の
祭
礼
を
行
い
ま

南

西

北

東

す
。
各
世
帯
の
代
表
が
集
ま
り
、

公
会
堂
に
作
っ
た
祭
壇
に
お
供
え

を
し
て
僧
侶
と
お
勤
め
を
し
た

後
、
疫
病
よ
け
の
御
利
益
の
あ
る

天
王
様
を
祭
っ
た
集
落
の
祠
へ
お

参
り
に
行
き
ま
す
。
ツ
ツ
ガ
ム
シ

の
発
生
し
や
す
い
地
域
に
も
か
か

わ
ら
ず
長
い
間
被
害
が
出
て
い
な

い
の
は
、
信
心
の
お
か
げ
で
も
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

懐
か
し
い
行
事
の
数
々

　

か
つ
て
行
っ
て
い
た
1
月
14
日

の
裸
参
り
で
は
、
し
め
縄
を
腰
に

巻
い
た
子
ど
も
た
ち
が
吹
雪
の
中

を
約
4
㎞
も
先
の
下
ノ
橋
の
八
幡

宮
ま
で
走
っ
た
も
の
で
し
た
。

　

春
と
秋
の
祭
り
で
は
、
神
楽
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
木
製
の
重
い

獅
子
の
面
を
か
ぶ
る
際
は
、
面
が

ず
れ
な
い
よ
う
面
の
中
に
左
右
に

渡
し
た
棒
を
く
わ
え
な
が
ら
踊
る

の
で
、
当
時
の
面
を
見
る
と
棒
に

は
歯
形
が
く
っ
き
り
と
残
っ
て
い

ま
す
。
模
造
刀
を
大
き
く
振
り
な

が
ら
の
舞
は
、
と
て
も
迫
力
の
あ

る
も
の
で
し
た
。
今
は
少
子
高
齢

化
の
影
響
も
あ
り
中
止
し
て
い
ま

す
が
、
い
つ
か
ま
た
復
活
す
る
日

が
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
取
材
協
力
＝
島
田
健
一
さ
ん
ほ

か
８
人
）

■世帯数 37
■人　口 112
（7月 1日現在）

京ヶ瀬支所から市営バ
ス駒林支線で8分程度
〔深堀（新江橋）下車〕。

深堀十二神社竣工記念（昭和 57年）

深堀

● 

夏
に
な
る
と
イ
ベ
ン
ト
が
多

く
な
り
、
ご
ず
っ
ち
ょ
も
忙

し
く
な
り
ま
す
ね
。頑
張
れ
！

　
　
　
　
　
　
（
50
代
・
女
性
）

☆ 

今
月
は
水
原
ま
つ
り
な
ど
、
ご

ず
っ
ち
ょ
と
触
れ
合
え
る
機

会
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
ぜ

ひ
会
い
に
来
て
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

瓢
湖
は
阿
賀
野
市
の
1
つ
の

名
所
だ
と
思
い
ま
す
。
先
月

号
の
お
知
ら
せ
版
で
紹
介
さ

れ
て
い
た
、
瓢
湖
大
噴
水
も

今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

　
　
　
　
　
　

   （
50
代
・
男
性
）

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

い
つ
も
親
子
で
競
い
な
が
ら
、

間
違
い
探
し
の
間
違
い
を
見

つ
け
て
い
ま
す
。

　
（
40
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ご
ず
っ
ち
ょ
の
活
躍
を
い
つ

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ご
ず
っ
ち
ょ
は
乱
立
し
て
い

る
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
中
で
、
ク

オ
リ
テ
ィ
ー
は
ど
こ
に
も
負

け
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
（
40
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

今
月
の
広
報
も
面
白
か
っ
た

で
す
。　
　
　
（
10
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

少
年
自
然
の
家
で
こ
ん
な
に

た
く
さ
ん
の
体
験
が
で
き
る

こ
と
を
、
先
月
の
広
報
で
初

め
て
知
り
ま
し
た
。
こ
の
夏

は
家
族
で
利
用
し
て
み
た
い

で
す
。　
　
　
（
30
代
・
女
性
）

☆ 

身
近
な
場
所
で
、
気
軽
に
自
然

体
験
が
で
き
る
の
は
阿
賀
野
市

な
ら
で
は
で
す
ね
。
ぜ
ひ
大
自

然
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

先
月
号
の
記
事
を
見
て
、
ラ

ジ
オ
体
操
を
始
め
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。
目
指
せ
マ
イ
ナ

ス
20
歳
！　
　
（
50
歳
・
男
性
）

☆ 

市
役
所
の
１
日
は
朝
の
ラ
ジ
オ

体
操
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
皆
さ

ん
も
毎
日
の
健
康
習
慣
と
し
て

取
り
入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。
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作 . 齋藤 紀子

　「まな」は この 8がつで1さいになるよ！ すこしまえに つかまり
だちが できるようになったんだ。ママによばれたら いっしょうけん
めい かけつけるし おふろにも ごきげんで はいれるよ。
　まだちょっぴり なきむしで あまえんぼうだけど だいすきなカボ
チャを たべて すくすく おおきくなるぞー。

鈴木 愛
ま な

叶
と

くん（1歳）／保田（パパ智浩さん・ママ絢菜さん）

　私の名前は「ニコ」。9
歳の女の子だよ。平成22
年 2月 2日生まれで2が
いっぱいあるからニコな
んだ。お散歩が大好きで、
車で公園に連れて行って

もらうのが楽しみなの。
　好きな食べ物はフルーツ。どんな
に遠くにいてもお母さんがリンゴを
切る音を聞きつけるよ！今の季節は
スイカもいいよね。フルーツをたく
さん食べて、夏を乗り切るぞー。

菅井友加さん（保田）宅の「ニコ」ちゃん

【材料】（4人分）
水 菜 …………………………………80g
キュウリ……………………………1 本
トマト………………………………1 個
ちくわ………………………………1 本
塩こんぶ………………………小さじ 2
ごま油…………………………小さじ 2
酢………………………………小さじ 2
白いりごま……………………小さじ 1

わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪

【作り方】
①水菜は 3cmの長さに切る。キュウリは斜め
　薄切りにしてから、千切りにする。トマトは
　食べやすい大きさに切る。ちくわは小口切り
　にする。
②Aを混ぜてドレッシングを作り、①とあえる。

クックパッド　阿賀野市 検索水菜とキュウリの塩こんぶサラダ
（50kcal  塩分 0.4 ｇ )

野菜のみずみずしさを味わえる、夏にぴったりのサラダです。

A

お盆期間（8月 11 日～ 17 日）の業務予定
期　日

施設・業務名等
11 日

（日・祝）
12 日

（月・振休）
13 日
（火）

14 日
（水）

15 日
（木）

16 日
（金）

17 日
（土）

市役所・各支所・上下水道局 休み 平常どおり 休み

あがの市民病院 休み 平常どおり 休み 平常どおり 休み

市営バス 休み ※ 1 休み ※ 2 休み 休み ※ 2

阿賀北葬斎場 平常どおり 休み 平常どおり

ごみ収集・環境センター 休み 平常どおり

し尿収集 休み 平常どおり 休み

各公民館・体育館・スポーツ施設 平常どおり

図
書
館
（室）

市立（京ヶ瀬） 平常どおり 午後5時閉館 平常どおり 休み 平常どおり

水原中学校市民 平常どおり 午後5時閉室 平常どおり 休み 平常どおり

笹神・安田 平常どおり

吉田東伍記念博物館 平常どおり 休み 平常どおり

コミュニティセンター城のうち 休み

保健福祉センター京和荘 ※3 平常どおり 休み 平常どおり

福祉会館 平常どおり 休み 平常どおり

コミュニティセンター瓢湖憩の家 平常どおり 休み 平常どおり

神山ふれあいの家 平常どおり

やすだ児童クラブ 休み 平常どおり

コスモス児童クラブ 休み 平常どおり

あがの子育て支援センターにこにこ 平常どおり 休み 平常どおり

病児保育室 おひさま 休み 平常どおり 休み 平常どおり 休み

宝珠温泉保養センターあかまつ荘 平常どおり

リズム・ハウス瓢湖 平常どおり

五頭山麓いこいの森キャンプ場 平常どおり

五
頭
山
麓

う
ら
ら
の
森

ゆうきふれあい即売所 平常どおり 午前 7時～正午 休み 平常どおり

情報発信館・体験学習館 平常どおり

水原代官所・水原ふるさと農業歴史資料館 平常どおり 休み 平常どおり

天朝山文化交流の家 平常どおり 休み 平常どおり
上記以外の施設は、各施設の通常の休館日等によります。
※ 1　 五頭温泉郷線・寺社線は運行します。
※ 2　 五頭温泉郷線は運行します。
※ 3　 8月 10日（土）、18日（日）は休館します。保健福祉センター京和荘のうち、京ヶ瀬公民館部分（1階の

多目的ホール、2階の集会室・和室・小会議室・調理実習室）は、お盆期間も平常どおり開館します。

安 田 支 所  ☎ 68‐3000
安田公民館・体育館  ☎ 68‐3006

京ヶ瀬支所  ☎ 67‐2111
市立図書館  ☎ 67‐2500

阿賀野市役所  ☎ 62‐2510
水原総合体育館  ☎ 62‐0656
水原公民館  ☎ 62‐2028
あがの市民病院  ☎ 62‐2780
上下水道局  ☎ 62‐2159
消 防 本 部  ☎ 62‐2058

笹 神 支 所  ☎ 62‐4141
学校教育課  ☎ 62‐2790
生涯学習課  ☎ 62‐5322
農業委員会  ☎ 62‐2420
笹神体育館  ☎ 61‐2111
ふれあい会館  ☎ 63‐8019     

お知らせお知らせ
主　

要　

連　

絡　

先

■略字の見方

このマークが付いている記事はあがのポ
イント対象事業です。○ポイントが付与
されます。参加の際はカードを持参して
ください。

○

あがのポイント
対象事業

日＝日時・期間 場＝場所・会場 内＝内容
対＝対象　　　 定＝定員　　　　￥＝参加費等
講＝講師　  　　持＝持ち物　　 他＝その他　
申＝申し込み　  問＝問い合わせ
先着…先着順　  抽選…応募多数の場合抽選
※対どなたでも、定特になし、￥無料、申不要
　の場合は記載なし
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8
月
の
ふ
れ
あ
い
広
場

や
す
だ
の
催
し

日
・
内
8
月
12
日
（
月
・
振
休
）
…

夏
祭
り
・
ゲ
ー
ム
大
会
、
8
月
26
日

（
月
）
…
民
謡
・
盆
踊
り
大
会
、
各

日
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分　

場
ふ
れ
あ
い
広
場
や
す
だ
（
安
田
新

栄
町
）　

￥
２
０
０
円
（
茶
菓
子
代
）

※
中
学
生
以
下
無
料　

 

他
子
ど
も

に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

◎ 

8
月
中
展
示

時
間
＝
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

内
星
野
十
二
良
氏
と
阿
部
直
義

氏
2
人
の
水
彩
画
展

問
ふ
れ
あ
い
広
場
や
す
だ（
月
曜
・

水
曜
）　

☎
68
‐
３
１
５
１
、
高

齢
福
祉
課 

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
阿
賀
野　

☎
62
‐
２
５
１
０

（
内
線
２
１
３
５
）

仮
装
も
大
歓
迎
！

出
湯
納
涼
盆
踊
り
大
会

　

か
き
氷
、
綿
あ
め
が
無
料
で

す
（
な
く
な
り
次
第
終
了
）。
豪

華
景
品
が
当
た
る
抽
選
会
も
あ

り
ま
す
。

日
8
月
17
日
（
土
）
午
後
7
時
30

分
〜　

※
雨
天
中
止　

場
出
湯
温

泉
共
同
駐
車
場
（
バ
ス
ロ
ー
タ

リ
ー
左
折
）　

問
出
湯
納
涼
盆
踊

り
大
会
実
行
委
員
会　

橋
本　

☎

０
９
０
‐
２
５
２
２
‐
０
１
５
６

ナ
ツ
メ
ロ
歌
謡
・
唱
歌
・
童
謡

カ
ラ
オ
ケ
会

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

好
き
な
曲
を
リ
ク
エ
ス
ト
し
て

楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
。

日
・
場
①
8
月
7
日
（
水
）
…
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
京
和
荘
「
多
目

的
ホ
ー
ル
」、
②
8
月
12
日
（
月
・

振
休
）
…
ふ
れ
あ
い
会
館
「
多
目

的
ホ
ー
ル
」、
③
8
月
22
日
（
木
）

…
水
原
公
民
館
1
階
「
大
講
堂
」、

④
8
月
28
日
（
水
）
…
安
田
交
流

セ
ン
タ
ー
1
階
「
多
目
的
ホ
ー

ル
」
各
日
午
後
2
時
〜
4
時　

主
催
＝
歌
声
サ
ー
ク
ル
（
社
会

教
育
関
係
団
体
）　

問
小
林　

☎

０
９
０
‐
９
６
７
４
‐
７
７
３
１

宝
珠
温
泉
保
養
セ
ン

タ
ー
あ
か
ま
つ
荘
催
し

◎ 

歌
と
踊
り
の
発
表
会

日
8
月
18
日
（
日
）
正
午
〜　

出

演
＝
明
間
隆
雄
と
愉
快
な
仲
間
た

ち　

問
宝
珠
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー

あ
か
ま
つ
荘　

☎
68
‐
５
７
２
６

催　
　

し

全
て
無
料
で
参
加
で
き
ま
す

塾
の
コ
ン
ビ
ニ

◎
親
子
あ
そ
び
塾

 

①
に
こ
に
こ
リ
ト
ミ
ッ
ク

日
8
月
9
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

10
時
30
分　

場
あ
が
の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ
「
プ
レ
ー

ル
ー
ム
」　

講
成
田
先
由
海
氏
（
音

楽
教
室
・
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室
主
宰
）

 

②
に
こ
に
こ
木
育
広
場

日
8
月
11
日
（
日
・
祝
）
午
前
10

時
〜
正
午　

場
あ
が
の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ
「
プ
レ
ー

ル
ー
ム
」　

講
岡
田
真
弓
氏
（
お
も

ち
ゃ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
マ
ス
タ
ー
）

③
子
ど
も
の
「
今
」
を
ス
テ
キ
に

　

残
す
・
手
形
ア
ー
ト
教
室

日
8
月
23
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

11
時
25
分　

場
あ
が
の
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ
「
手
作

り
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
」　

講
五
十

嵐
貴
子
氏
（
子
育
ち
応
援
ふ
わ
っ

ち
）　

定
12
組
（
各
4
組
×
3
回
）

④ 

に
こ
に
こ
テ
ィ
ー
タ
イ
ム　

（
栄
養
士
編
）

日
8
月
8
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

11
時
30
分　

場
あ
が
の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ
「
に
こ
に

こ
ル
ー
ム
」　

講
高
橋
佳
子
（
市

健
康
推
進
課 

管
理
栄
養
士
）　

内

子
ど
も
向
け
の
非
常
食
に
つ
い
て

 

◎
共
通
事
項

申
・
問
あ
が
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ　

☎
62
‐

５
５
８
１（
申
し
込
み
は
③
の
み
）

◎
親
子
え
い
ご
塾

（
Ｇ
ｏ
！ 
Ｇ
ｏ
！ 

え
い
ご
）

日
8
月
21
日
（
水
）、25
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
11
時　

場
あ
が
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に

こ
「
プ
レ
ー
ル
ー
ム
」　

講
ダ
フ

ニ
ー
・
ロ
ッ
ク
氏
（
ス
タ
ー
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
新
潟
）　

問
あ
が

の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ

に
こ　

☎
62
‐
５
５
８
1

◎
新
潟
大
学
医
学
部

　

健
康
講
座
塾

　

新
潟
大
学
医
学
部
の
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
か
ら
講
師
を
招
き
、

市
民
の
健
康
増
進
や
病
気
の
悪

化
予
防
の
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
大
人
を
対
象
に
行

わ
れ
て
い
る
予
防
接
種
に
つ
い

て
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

日
8
月
27
日
（
火
）
午
後
2
時
〜

3
時
30
分　

場
あ
が
の
市
民
病
院

2
階
「
講
堂
」　

内
①
「
知
っ
て

お
き
た
い
予
防
接
種
の
最
新
情

報
」　

②
実
践
講
座　

講
①
齋
藤

昭
彦
氏（
新
潟
大
学
医
学
部
教
授
）

②
市
消
防
職
員　

定

80
人 

先
着　

申
・
問

健
康
推
進
課 

健
康

づ
く
り
係　

☎
62
‐
２
５
１
０

（
内
線
２
６
２
２
）

新
潟
県
少
年
の
主
張
大
会

わ
た
し
の
主
張

三
市
北
蒲
原
地
区
大
会

　

新
発
田
市
・
阿
賀
野
市
・
胎

内
市
・
聖
籠
町
か
ら
選
出
さ
れ

た
中
学
生
10
人
が
日
頃
考
え
て

い
る
意
見
を
発
表
し
ま
す
。

日
8
月
23
日
（
金
）
午
後
1
時
30

分
〜
4
時　

場
新
発
田
市
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
「
講
堂
」（
新
発

田
市
）　

定
２
０
０
人　

他
手
話

通
訳
と
要
約
筆
記
が
つ
き
ま
す
。

問
新
潟
県
新
発
田
地
域
振
興
局 

健
康
福
祉
環
境
部 

地
域
福
祉
課

☎
０
２
５
４
‐
26
‐
９
１
２
９

ご
み
の
実
態
を
知
ろ
う
！

環
境
講
座

　

普
段
、
皆
さ
ん
が
何
気
な
く

出
し
て
い
る
ご
み
が
ど
の
よ
う

に
分
別
さ
れ
処
理
さ
れ
る
の
か

を
学
ぶ
た
め
、
ご
み
処
理
の
現

場
を
実
際
に
見
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

家
庭
ご
み
の
焼
却
処
理
、
容

器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
粗
大

ご
み
の
中
間
処
理
施
設
、
廃
材

や
枝
木
な
ど
を
チ
ッ
プ
に
す
る

再
処
理
工
場
を
見
学
し
ま
す
。

親
子
で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

日
①
8
月
20
日
（
火
）
午
後
１
時

〜
４
時
30
分　

②
8
月
22
日
（
木
）

午
前
８
時
40
分
〜
正
午　

③
10
月

21
日
（
月
）
午
後
1
時
〜
4
時
30

分　

見
学
場
所
＝
①
・
③
市
環
境
セ

ン
タ
ー
、
ウ
ッ
ド
リ
サ
イ
ク
ル
（
木

造
チ
ッ
プ
製
造
）、
早
東
商
店
（
粗

大
ご
み
・
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
中
間
処
理
）　

②
五
泉
地
域
衛
生

施
設
組
合
焼
却
場
、
タ
イ
セ
イ
（
木

造
チ
ッ
プ
製
造
）、
五
泉
地
域
衛
生

施
設
組
合
不
燃
物
処
理
セ
ン
タ
ー

（
粗
大
・
金
属
等
の
中
間
処
理
）
集

合
場
所
＝
①
・
③
市
役
所
1
階
「
ロ

ビ
ー
」
②
安
田
交
流
セ
ン
タ
ー
1
階

「
ホ
ー
ル
」　

定
各
回
18
人 

先
着　

申
参
加
者
の
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先

を
市
民
生
活
課
環
境
係
に
電
話
で
伝

え
て
く
だ
さ
い
。　

問
市
民
生
活
課 

環
境
係　

☎
62
‐
２
５
１
０
（
内
線

２
１
０
５
）

あ
が
の
お
話
の
会

昔
語
り
の
会

日
8
月
18
日
（
日
）
午
前
11
時

〜
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）　

場
水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資

料
館
「
農
家
の
居
間
」　

定
35
人

問
水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資

料
館　

☎
63
‐
１
７
２
２

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館

そ
ば
打
ち
体
験
会

日
8
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）　

内
そ
ば
打
ち
体
験
と
試
食
会　

￥
１
５
０
０
円　

申
・
問
水
原

ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館　

☎
63
‐
１
７
２
２

齋藤 昭彦 氏

8
月
24
日
（
土
） 

◎
開
幕
セ
レ
モ
ニ
ー

◎
開
幕
セ
レ
モ
ニ
ー　　

※
小
雨
決
行

※
小
雨
決
行

　　

時
間
＝

時
間
＝
午
後
午
後
44
時時
3030
分
〜
分
〜
55
時時
2020
分分

　　

場
水
原
商
工
会
前

水
原
商
工
会
前

　　

出
演
＝

出
演
＝  

庚
町
神
楽
（
午
後

庚
町
神
楽
（
午
後
55
時
〜
時
〜
55
時時
2020
分
）
分
）

◎
神
楽
と
獅
子
の
共
舞

◎
神
楽
と
獅
子
の
共
舞　　

※
小
雨
決
行

※
小
雨
決
行

　　

時
間
＝

時
間
＝
午
後
午
後
55
時時
4040
分
〜
分
〜
77
時時

　　

場
か
ど
や
製
パ
ン
前
交
差
点

か
ど
や
製
パ
ン
前
交
差
点

◎
ザ
◎
ザ
・・
灯
籠
来
舞

灯
籠
来
舞　　

※
雨
天
決
行

※
雨
天
決
行

　　

時
間
＝

時
間
＝
午
後
午
後
77
時
〜
時
〜
1010
時時

　　

  

場
水
原
本
町
通
り
（
旧
丸
岡
医
院
前
〜
水
原

水
原
本
町
通
り
（
旧
丸
岡
医
院
前
〜
水
原

代
官
所
前
）

代
官
所
前
）

◎
民
踊
流
し
大
会

◎
民
踊
流
し
大
会　　

※
小
雨
決
行

※
小
雨
決
行

　　

  

時
間
＝

時
間
＝
午
後
午
後
77
時時
2020
分
〜
分
〜
88
時時
3030
分分

　　

場  

水
原
本
町
通
り
（
上
町
〜
水
原
代
官
所
前
）

水
原
本
町
通
り
（
上
町
〜
水
原
代
官
所
前
）

8
月
25
日
（
日
）  

◎
瓢
湖
大
花
火
大
会　

◎
瓢
湖
大
花
火
大
会　

※
雨
天
順
延

※
雨
天
順
延

　　

時
間
＝

時
間
＝
午
後
午
後
77
時時
3030
分
〜
分
〜
88
時時
3030
分分

　　

場
瓢
湖
湖
畔

瓢
湖
湖
畔

　
　
（
共
催
＝
市
観
光
協
会
）

　
　
（
共
催
＝
市
観
光
協
会
）

そ
の
他

◎◎  

水
原
ま
つ
り
大
噴
水

水
原
ま
つ
り
大
噴
水　　

※
雨
天
順
延

※
雨
天
順
延

　　

  

日
88
月月
3131
日
（
土
）
ま
で
の
土
・
日
曜
・
祝

日
（
土
）
ま
で
の
土
・
日
曜
・
祝

日
午
後

日
午
後
77
時
〜
時
〜
99
時
、
時
、
88
月月
2525
日
（
日
・
瓢

日
（
日
・
瓢

湖
大
花
火
大
会
当
日
）
午
後

湖
大
花
火
大
会
当
日
）
午
後
66
時時
3030
分
〜
分
〜
77

時時
3030
分
、
花
火
終
了
時
〜
午
後

分
、
花
火
終
了
時
〜
午
後
99
時時

　　

場
瓢
湖
湖
畔

瓢
湖
湖
畔

◎◎  

水
原
ま
つ
り
や
瓢
湖
大
花
火
大
会
、
神
社
大

水
原
ま
つ
り
や
瓢
湖
大
花
火
大
会
、
神
社
大

祭
の
実
施
に
伴
う
交
通
規
制
（
お
願
い
）

祭
の
実
施
に
伴
う
交
通
規
制
（
お
願
い
）

　

期
間
中
は
、
水
原
本
町
商
店
街
を
中
心
に

　

期
間
中
は
、
水
原
本
町
商
店
街
を
中
心
に

路
上
で
各
種
催
し
が
行
わ
れ
る
た
め
、
会
場

路
上
で
各
種
催
し
が
行
わ
れ
る
た
め
、
会
場

と
な
る
道
路
を
歩
行
者
天
国
に
し
ま
す
。

と
な
る
道
路
を
歩
行
者
天
国
に
し
ま
す
。

　

自
転
車
を
含
む
車
両
全
般
の
通
行
が
で
き

　

自
転
車
を
含
む
車
両
全
般
の
通
行
が
で
き

な
く
な
り
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

な
く
な
り
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

主
催
＝

主
催
＝
水
原
ま
つ
り
実
行
委
員
会

水
原
ま
つ
り
実
行
委
員
会

問
水
原
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
商
工

水
原
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
商
工

観
光
課
内
）　

観
光
課
内
）　

☎☎
6161
‐
２
４
７
９

‐
２
４
７
９

第第
4545
回回  

水水
原
ま
つ

原
ま
つ
りり

催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

50

あがのポイント
対象事業



13 12令和元年 8月号 令和元年 8月号

手
続
き
・
制
度

Procedure･ System

個
人
事
業
税
の
納
付
は

お
早
め
に

　

個
人
事
業
税
は
、
個
人
で
事

業
を
営
む
人
が
納
め
る
県
の
税

金
で
す
。

納
期
限
＝
第
1
期
…
9
月
2
日

（
月
）、第
2
期
…
12
月
2
日（
月
）

納
税
方
法
＝
8
月
9
日
頃
に
納

税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
最

寄
り
の
金
融
機
関
・
郵
便
局
・

地
域
振
興
局 

県
税
部
で
納
め
て

く
だ
さ
い
。　

※
今
年
か
ら
納

税
額
が
30
万
円
以
下
の
人
は
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も

納
め
ら
れ
ま
す
。

◎
口
座
振
替

　

預
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関

で
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

　

第
2
期
分
か
ら
の
口
座
振
替

を
希
望
す
る
人
は
、
9
月
ま
で

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
新
発
田
地
域
振
興
局 

県
税
部 

課
税
課　

☎
０
２
５
４
‐
26
‐

９
０
２
４

消
費
税
軽
減
税
率
制
度

同
時
開
催
説
明
会

　

新
発
田
税
務
署
で
は
、
全
て

の
事
業
者
に
消
費
税
の
軽
減
税

率
制
度
に
向
け
た
準
備
事
項
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
8
月
27
日
（
火
）
〜
29
日
（
木
）

①
午
後
1
時
〜
2
時
30
分
、
②

午
後
3
時
〜
4
時
30
分　

場
㈱

し
ば
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー 

コ
モ
プ
ラ
ザ
（
新
発
田
市

舟
入
町
3
‐
9
‐
23
）　

内
軽

減
税
率
制
度
の
概
要
（
対
象
品

目
、
帳
簿
・
請
求
書
の
記
載
方

法
等
）、
適
格
請
求
書
等
保
存
方

式
の
概
要
、
軽
減
税
率
制
度
対

策
補
助
金
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・

消
費
者
還
元
事
業　

定
各
回
80

人 

先
着　

持
筆
記
用
具　

他
会

場
裏
の
駐
車
場
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。　

問
新
発
田
税
務
署 

法
人
課
税
部
門　

☎
０
２
５
４

‐
22
‐
３
１
６
１
（
代
表
）　

※

音
声
案
内
が
流
れ
た
ら
「
2
」

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

資
産
を
有
効
活
用
し
ま
せ
ん
か
？

空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク

　

売
却
ま
た
は
賃
貸
を
希
望
す

る
空
き
家
・
空
き
地
を
登
録
し

ま
せ
ん
か
。

制
度
概
要
＝
所
有
者
が
市
に
物

件
（
空
き
家
・
空
き
地
）
の
届

け
出
を
行
い
ま
す
。
市
は
物
件

の
現
地
調
査
を
行
っ
た
上
で
、

売
却
ま
た
は
賃
貸
可
能
な
物
件

を
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
に

登
録
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
周
知
し
ま
す
。　

※
所
有
者

は
、
物
件
の
所
有
権
を
有
す
る

人
の
ほ
か
、
売
却
ま
た
は
賃
貸

を
行
う
権
利
を
有
す
る
人
を
い

い
ま
す
。　

対
個
人
が
居
住
目

的
で
建
築
し
、
現
に
居
住
し
て

い
な
い
市
内
の
建
物
（
今
後
居

住
し
な
く
な
る
予
定
の
も
の
を

含
む
）
と
空
き
地

◎
注
意
事
項

・・  

市
は
、
物
件
情
報
の
紹
介
と

連
絡
調
整
の
み
を
行
い
、
交
渉

や
契
約
に
対
す
る
あ
っ
せ
ん
、

仲
介
は
行
い
ま
せ
ん
。

・・  

市
は
、
登
録
物
件
の
維
持
管

理
は
行
い
ま
せ
ん
。

・・  

空
き
地
は
、
売
買
の
み
で
、

賃
貸
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

問
建
設
課 

都
市
計
画
建
築
係　

☎
61
‐
２
４
８
０

催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

阿賀野市プレミアム付商品券阿賀野市プレミアム付商品券

　消費税率の引き上げによる影響緩和と、地域における消費を喚起・下支えすることを目的に、
プレミアム付商品券を発行します。

プレミアム付商品券を購入できるのは？

プレミアム付商品券 申請から使用までの流れ（目安）

①非課税者
平成 31 年度住民税（均等割）が課税
されていない人
※下記に該当する人は除きます
・・ 住民税が課税されている人に扶養されてい
る人（生計を一にする配偶者、扶養親族等）
・・ 生活保護の受給者等

②子育て世帯
平成28年4月2日～令和元年9月30日
に生まれた子どもがいる世帯の世帯主

1人につき、最大 2.5 万円分の商品
券を 2 万円で購入できます

子ども1人につき、最大 2.5万円分の
商品券を 2万円で購入できます

①・②両方の要件に該当する人は、両方の立場で商品券を購入できます。

※商品券は5千円単位で購入が可能です。購入額4千円（商品券1枚500円・1セット10枚綴り5千円分）

申請する
（非課税者のみ）

・・  該当すると思われる人に、商品券購入申請書を7月下旬に送付します。
・・  購入を希望する場合は、申請書に必要事項を記入、押印の上、同封の返信用封筒に
より郵送するか、市役所1階社会福祉課に持参してください。
申請期限＝ 11 月 29 日（金）当日消印有効
※子育て世帯は申請不要です。

商品券の
購入引換券が届く

（1）住民税非課税者
・・  市で申請内容の審査を行い、該当する人に購入引換券を9月下旬以降順次
発送します。　※非該当となった人にも通知します。

（2）子育て世帯
・・  購入引換券を9月下旬に郵送します。
※令和元年9月生まれの子どもの分は、10月以降の郵送となります。

商品券を使用できる店舗は、引換券に同封する「取扱店一覧」で確認してください。

商品券を
購入する

・・ 販売窓口に購入引換券を提出、本人確認書類を提示し、商品券を購入してください。
※購入は現金のみ
販売期間＝令和元年10月1日（火）～令和2年2月20日（木）
販売窓口＝市内7郵便局（阿賀野、堀越、分田、安田、京ヶ瀬、笹神、村杉）

商品券を使用する

使用期間＝令和元年10月1日（火）～令和2年2月29日（土）
※商品券は、代理の人も使用できます。
※商品券の転売や譲渡は行わないでください。
※お釣りは出ません。

問 社会福祉課 福祉企画係　☎ 62‐2510（内線 2144・2190）

1

2

3

4



15 14令和元年 8月号 令和元年 8月号

手
続
き
・
制
度

Procedure･ System

募 　

集 

市
職
員
を
募
集
し
ま
す

職
種
＝
幼
稚
園
教
諭　

採
用
予

定
人
員
＝
1
人
程
度　

採
用
予

定
日
＝
令
和
元
年
10
月
1
日　

受
験
資
格
＝
平
成
２
年
４
月
２

日
以
降
生
ま
れ
で
、
幼
稚
園
教

諭
免
許
状
お
よ
び
保
育
士
資
格

を
有
す
る
人　

試
験
日
＝
1
次

試
験（
作
文
）…
９
月
１
日（
日
）、

2
次
試
験
（
面
接
）
…
９
月
上

旬　

会
場
＝
市
役
所　

※
詳
細

は
試
験
案
内
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。　

申
①
受
験
申
込
書
に

所
要
事
項
を
記
入
・
押
印
し
、

写
真
（
上
半
身
正
面
、
無
帽
、

縦
４
㎝
×
横
３
㎝
）
１
枚
を
貼

り
、
他
の
２
枚
（
裏
面
に
氏
名

を
記
載
の
こ
と
）
を
添
付
し
て

市
役
所
総
務
課
に
直
接
持
参
す

る
か
、
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。　

※
郵
送
す
る
場
合
は
、

封
筒
に
「
職
員
採
用
試
験
申
込

書
在
中
」
と
朱
書
き
し
、
書
留

等
の
確
実
な
方
法
を
と
っ
て
く

だ
さ
い
。　

②
郵
送
に
よ
り
受

験
申
込
書
を
請
求
す
る
場
合
は
、

住
所
、
氏
名
、
受
験
申
込
書
を

請
求
す
る
旨
を
記
載
し
、
返
信

用
角
形
２
号
封
筒
（
１
４
０
円

切
手
を
貼
っ
た
も
の
）
を
同
封

し
て
く
だ
さ
い
。   

※
受
験
申

込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
受

付
期
間
＝
8
月
1
日
（
木
）
〜

22
日
（
木
）
※
郵
送
の
場
合
は

締
切
日
ま
で
の
消
印
が
あ
る
も

の
に
限
る　

受
付
時
間
＝
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
） 　

問
総
務
課 

人
事
係　

☎
61
‐

２
４
８
３

参
加
者
・
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
募
集

第
5
回
あ
が
の
市
民
ま
つ
り

　

戦
国
時
代
に
上
杉
家
を
支
え

た
郷
土
の
武
将
・
揚あ

が

北き
た
し
ゅ
う衆

の
功

績
を
た
た
え
、
市
民
の
交
流
と

地
域
の
活
性
化
を
図
る
、
市
民

で
つ
く
る
「
あ
が
の
市
民
ま
つ

り
」
戦
国
絵
巻
行
列
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

日
10
月
６
日
（
日
）
午
前
９
時

〜
午
後
３
時
（
予
定
）　

場
水
原

小
学
校
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
」　

◎
募
集
内
容

・・ 
子
ど
も
甲
か
っ
ち
ゅ
う冑
隊
（
年
長
児
〜

小
学
3
年
生
）
…
30
人

・・ 

結ゆ
い

姫ひ
め

隊
（
中
学
3
年
生
以
上
）

…
15
人

・・ 

甲
冑
武
将
（
成
人
男
性
）
…

4
人

・・ 

の
ぼ
り
旗
持
ち（
高
校
生
以
上
）

…
6
人

他
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
（
年
齢

制
限
な
し
）
は
常
時
募
集
し
て

い
ま
す
。　

申
・
問
阿
賀
野

市
民
ま
つ
り
を
創
る
会　

田

村　

☎
０
９
０
‐
３
０
８
９
‐

８
０
２
３　

申
込
締
切
＝
8
月

20
日
（
火
）

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す

　

あ
な
た
も
話
し
相
手
に
な
り

ま
せ
ん
か
。

　

高
齢
者
や
悩
み
を
抱
え
て
い

る
人
に
寄
り
添
い
、
話
を
聴
く

こ
と
で
心
の
支
援
活
動
を
行
っ

て
い
る
団
体
で
す
。

　

興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ハ
ー
ト

ピ
ア
あ
が
の　

☎
62
‐
７
６
２
９

令
和
元
年
度

国
税
庁
経
験
者
採
用
試
験

　

国
税
局
や
税
務
署
に
お
い
て
、

税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て

働
く
職
員
（
国
家
公
務
員
）
を

募
集
し
ま
す
。

受
験
資
格
＝
平
成
31
年
４
月
１

日
に
お
い
て
、
大
学
等
（
短
期

大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
日

ま
た
は
大
学
院
の
課
程
等
を
修

了
し
た
日
の
う
ち
最
も
古
い
日

か
ら
起
算
し
て
８
年
を
経
過
し

た
人　

申
原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
申
し
込
み
。
次
の
ア
ド
レ
ス

へ
ア
ク
セ
ス
し
、
説
明
に
従
っ

て
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.jinji-

shiken.go.jp/juken.
htm
l　

受
付
期
間
＝

8
月
2
日
（
金
）
午
前
９
時
〜

８
月
20
日
（
火
）【
受
信
有
効
】

試
験
日
＝
第
1
次
試
験
…
9
月

29
日
（
日
）、
第
2
次
試
験
…
11

月
2
日
（
土
）
〜
4
日
（
月
・

振
休
）、9
日
（
土
）、10
日
（
日
）

で
指
定
す
る
1
日
、
第
3
次
試

験
…
12
月
上
旬
で
指
定
す
る
1

日問・・ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込

み
に
関
す
る
こ
と
…
人
事

院 

人
材
局 

試
験
課　

☎
03
‐

３
５
８
１
‐
５
３
１
１
（
内
線

２
３
３
３
）〔
午
前
9
時
〜
午
後

5
時（
土
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）〕

・・ 

そ
の
他
の
こ
と
…
関
東
信
越

国
税
局 

人
事
第
二
課 

試
験

係　

☎
０
４
８
‐
６
０
０
‐

３
１
１
１
（
内
線
２
０
９
７
）

〔
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

（
土
・
日
曜
・
祝
日
等
を
除
く
）〕

下
越
障
害
福
祉
事
務
組
合

経
験
者
職
員
募
集

　

下
越
障
害
福
祉
事
務
組
合
で

は
、
令
和
2
年
4
月
1
日
採
用

の
社
会
福
祉
施
設
勤
務
経
験
者

を
対
象
と
し
た
職
員
採
用
試
験

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

採
用
職
種
＝
社
会
福
祉（
支
援
員
・

指
導
員
ま
た
は
介
護
員
）　

採
用

予
定
人
数
＝
若
干
人　

受
験
資
格

＝
昭
和
49
年
4
月
2
日
以
降
生
ま

れ
で
、
学
校
教
育
法
の
規
定
に
基

づ
く
高
等
学
校
を
卒
業
し
、
令
和

元
年
8
月
1
日
現
在
に
お
い
て
社

会
福
祉
施
設
で
5
年
以
上
の
勤
務

経
験
が
あ
る
人
。　

※
当
組
合
が

実
施
す
る
他
の
採
用
試
験
に
申
し

込
ん
で
い
る
人
を
除
く
。

◎
書
類
選
考

日
9
月
中
旬

◎
第
1
次
試
験

日
10
月
6
日
（
日
）
午
前
9
時
〜

内
集
団
面
接
、
性
格
特
性
検
査

◎
第
2
次
試
験

日
・
内
11
月
中
旬
（
予
定
）
…

職
場
実
地
適
性
試
験
、
12
月
上

旬
（
予
定
）
…
面
接
試
験

申
応
募
受
験
用
紙
を
下
越
障
害
福

祉
事
務
組
合
事
務
局 

総
務
課
ま

で
提
出
す
る
か
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
応
募
受
験
用
紙
は
提
出
先
に

あ
る
ほ
か
、
新
発
田
地
域
広
域
事

務
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。　

応
募

受
付
期
間
＝
8
月
6
日
（
火
）
〜

9
月
10
日
（
火
）　

問
下
越
障
害

福
祉
事
務
組
合
事
務
局 

総
務
課

（
新
発
田
市
中
央
町
5
‐
4
‐
7
）

☎
０
２
５
４
‐
26
‐
１
５
０
１

令
和
元
年
度

禁
煙
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

　

禁
煙
や
受
動
喫
煙
防
止
の
取

り
組
み
を
進
め
る
た
め
、「
こ
ん

な
場
所
で
は
、
吸
わ
な
い
で
ほ

し
い
」「
た
ば
こ
の
煙
は
嫌
だ
な
」

な
ど
、
あ
な
た
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
伝
わ
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
＝
県
内
の
小
中
学
生
、

高
校
生　

テ
ー
マ
＝
た
ば
こ
の
煙

の
な
い
環
境
づ
く
り　

※
作
品
に

は
テ
ー
マ
に
即
し
た
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
な
ど
の
文

字
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

◎
応
募
作
品
の
規
格

画
材
・
色
彩
＝
自
由
（
水
彩
絵
の

具
、
ポ
ス
タ
ー
カ
ラ
ー
、
ク
レ
ヨ

ン
等
）　

用
紙
・
大
き
さ
＝
画
用

紙
四
つ
切
り
（
38

 

cm
×
54

 

cm
、
縦

横
自
由
）　

そ
の
他
＝
作
品
の
裏

側
に
学
校
名
、
学
年
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）を
必
ず
明
記
す
る
こ
と
。

他
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問
新
潟
県
福
祉
保
健
部 

健

康
対
策
課 

成
人
保
健
係　

☎

０
２
５
０
‐
２
８
０
‐
５
１
９
９

〒
９
５
０
‐
８
５
７
０
（
県
庁
専

用
郵
便
番
号
：
住
所
記
載
不
要
）

応
募
締
切
＝
9
月
13
日
（
金
）　

※
必
着

子
育
て
・
教
育

Parenting･ Education

子
育
て
親
子
カ
フ
ェ

「
花
ど
け
い
」

日
・
内
8
月
5
日
（
月
）
＝
お
は

な
し
会　

※
共
通
メ
ニ
ュ
ー　

19
日
（
月
）
＝
ふ
れ
あ
い
あ
そ
び

※
月
別
メ
ニ
ュ
ー　

各
日
午
前

9
時
30
分
〜
11
時
30
分　

場
あ

が
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

こ
に
こ　

対
未
就
園
児
と
そ
の

保
護
者　

持
マ
イ
カ
ッ
プ
（
保
護

者
用
）、保
育
に
必
要
な
も
の
（
お

む
つ
な
ど
）　

※
子
ど
も
の
飲
み

物
が
必
要
な
人
は
各
自
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。
お
や
つ
は
持
参
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

主
催
＝
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア 

い
ち
ご
み
る
く　

問
あ

が
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

こ
に
こ　

☎
62
‐
５
５
８
１

お
は
な
し
会

◎
お
は
な
し
の
じ
か
ん

日
毎
週
土
曜
、
午
後
2
時
〜

場

市
立
図
書
館　

☎
67
‐

２
５
０
０

◎
お
は
な
し
こ
ん
に
ち
は

日
8
月
11
日
（
日
・
祝
）
午
前

10
時
30
分
〜
（
毎
月
第
2
日
曜
）

場
・
問
水
原
中
学
校
市
民
図
書

室　

☎
47
‐
８
０
６
８

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

日
毎
週
月
曜
・
金
曜
＝
午
前
9

時
〜
正
午
、
毎
週
水
曜
＝
午
前

9
時
〜
午
後
4
時
、
夜
間
役
所

（
21
ペ
ー
ジ
参
照
）　

※
こ
れ
ら

の
日
時
以
外
に
母
子
健
康
手
帳

の
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、

事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

場
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー　

持
妊

娠
届
出
書
と
そ
の
書
類
に
記
載

の
あ
る
必
要
書
類　

問
健
康
推

進
課 

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー　

☎
62
‐
２
５
１
０
（
内

線
２
６
１
０
）健

康
・
福
祉

H
ealth･ W

elfare

安
田
交
流
セ
ン
タ
ー

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
機
器

利
用
講
習
会

　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
機
器
の
正
し

く
効
果
的
な
使
用
方
法
の
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
8
月
9
日
（
金
）
午
前
9
時

30
分
〜
11
時
30
分　

場
安
田
交

流
セ
ン
タ
ー
3
階
「
集
会
室
2
」

講
土
岐
一
希
氏
（
阿
賀
野
市
総

合
型
ク
ラ
ブ
）　

問
健
康
推
進

課 

健
康
づ
く
り
係　

☎
62
‐

２
５
１
０
（
内
線
２
６
２
１
）

催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

【お詫びと訂正】

　7月15日号4ページに掲載した「後期高
齢者医療制度のお知らせ」の記事について、
自己負担限度額（月額）の表中、所得区分一
般の、外来＋入院（世帯単位）の金額に誤り
がありました。お詫びして訂正します。
　〈誤〉　18,000 円（44,000 円※1）
　〈正〉　57,600 円（44,400 円※1）
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8
月
は
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

月
間
で
す

　

農
地
の
適
正
な
管
理
と
利
用

を
図
る
た
め
、
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
ま
す
。

日
8
月
20
日
（
火
）、21
日
（
水
）

内
①
遊
休
農
地
の
実
態
把
握
と

是
正
指
導
、
②
農
地
の
違
反
転

用
の
早
期
発
見
と
是
正
指
導
、

③
相
続
税
・
贈
与
税
の
特
例
適

用
農
地
の
営
農
状
況
の
調
査
・

確
認
、
④
農
地
へ
の
不
法
投
棄

の
早
期
発
見
と
是
正
指
導
、
⑤

農
地
法
の
許
可
（
届
出
）
案
件

の
履
行
状
況
の
調
査
・
確
認
、

⑥
利
用
権
設
定
等
農
地
の
状
況

調
査
、
⑦
仮
登
記
農
地
の
利
用

状
況
の
確
認　

他
各
関
係
機
関

が
連
携
し
現
地
調
査
を
行
う
の

で
、
不
適
切
な
農
地
管
理
の
情

報
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
情
報

提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。　

問

農
業
委
員
会
事
務
局　

☎
62
‐

２
４
２
０

緑
の
募
金
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、

募
金
総
額
１
１
２
万
８
８
５
９

円
（
6
月
21
日
現
在
）
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
募
金
は
、
国
土

の
緑
化
推
進
に
充
て
る
た
め
、

（
公
社
）
に
い
が
た
緑
の
百
年
物

語
緑
化
推
進
委
員
会
へ
送
金
し

ま
し
た
。

※
募
金
を
し
て
い
た
だ
い
た
団

体
に
植
樹
用
苗
木
申
請
の
案
内

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

問
農
林
課 

農
林
整
備
係　

☎
62

‐
２
５
１
０
（
内
線
２
６
７
９
）

次
の
期
間
中
は
小
中
学
校

職
員
が
不
在
と
な
り
ま
す

　

市
教
育
委
員
会
は
、
市
立
小

中
学
校
の
職
員
に
対
し
「
夏
季

休
暇
の
優
先
取
得
日
」
を
指
定

し
た
の
で
、
次
の
期
間
、
職
員

が
不
在
と
な
り
ま
す
。

期
間
＝
8
月
8
日
（
木
）
〜
18

日
（
日
）　

緊
急
連
絡
先
＝
各
学

校
に
電
話
す
る
と
、
市
役
所
の

警
備
員
室
に
つ
な
が
る
の
で
、

用
件
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。　

他
緊
急
の
要
件
以
外
で
の
連
絡

は
控
え
て
く
だ
さ
い
。
各
学
校

担
当
者
に
連
絡
し
ま
す
。

問

学
校
教
育
課 　

☎
62
‐

２
７
９
０

平
和
祈
念
の
黙
と
う
の

呼
び
か
け

　

原
爆
に
よ
っ
て
亡
く
な
ら
れ

た
48
万
4
千
人
を
超
え
る
犠
牲

者
の
ご
冥
福
と
、
世
界
の
恒
久

平
和
を
祈
念
し
、
1
分
間
の
黙

と
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◎
原
爆
被
災
の
日

日
8
月
6
日
（
火
） 

午
前
8
時

15
分
〔
広
島
〕、8
月
9
日
（
金
） 

午
前
11
時
2
分
〔
長
崎
〕

◎
終
戦
記
念
日

日
8
月
15
日
（
木
）
正
午

問
市
長
政
策
・
市
民
協
働
課 

政

策
推
進
係　

☎
61
‐
２
５
０
２

仕
事
休
も
っ
化
計
画

　

年
休
を
取
得
す
る
こ
と
は
、

心
身
の
疲
労
の
回
復
な
ど
の
た

め
に
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
仕
事
に
対
す
る
意
識

を
高
め
、
仕
事
の
生
産
性
を
向

上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
企
業
イ

メ
ー
ジ
の
向
上
や
優
秀
な
人
材

確
保
に
つ
な
が
る
な
ど
、
企
業

に
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
な
り

ま
す
。

　

労
働
者
が
た
め
ら
い
を
感
じ

ず
年
休
を
取
得
し
や
す
い
職
場

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

問
新
潟
労
働
局 

雇
用
環
境
・
均

等
室　

☎
０
２
５
‐
２
８
８
‐

３
５
１
１

■募金内訳
家庭（自治会）募金 967,068 円
学校募金 68,387 円
職場募金 71,354 円
団体募金 15,000 円
募金箱募金 455 円
街頭募金 6,595 円
合計 1,128,859 円

催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

水原公民館 1階

　市内の小学生～大学生を対象に、水原公民館 1階
「市民ギャラリー」を自主学習室として開放します。
　夏休み中の学習に、ぜひ活用してください。
日 8 月 14 日（水）～ 9月 1 日（日）、各日午前 9
時～午後 8時　他 利用の際は、事務室に来てくださ
い。　問 水原公民館　☎ 62‐2028

健
康
・
福
祉

H
ealth･ W

elfare
か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
講
座

受
講
者
募
集

　

市
立
図
書
館
内
の
け
ん
こ
う
交

流
ス
ペ
ー
ス
を
会
場
に
、
だ
れ
で

も
で
き
る
軽
い
運
動
の
講
座
を
５

回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し
ま
す
。

　

簡
単
な
体
操
で
、
心
も
体
も

ス
ッ
キ
リ
し
ま
せ
ん
か
。

①
け
ん
こ
つ
体
操

日
8
月
28
日
（
水
）
午
前
10
時

〜
11
時　

講
江
口
憲
子
氏
（
元

気
長
生
き
応
援
隊
）

②
足
強
化
講
座

日
9
月
26
日
（
木
）
午
前
10
時

〜
11
時　

講
土
岐
一
希
氏
（
元

気
長
生
き
応
援
隊
）

③
お
尻
・
骨
盤
周
り
の
強
化
講
座

日
10
月
31
日
（
木
）
午
前
10
時

〜
11
時　

講
土
岐
一
希
氏
（
元

気
長
生
き
応
援
隊
）

④
姿
勢
改
善
講
座

日
11
月
22
日
（
金
）
午
前
10
時

〜
11
時　

講
土
岐
一
希
氏
（
元

気
長
生
き
応
援
隊
）

⑤ 

症
状
に
応
じ
た
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

機
器
の
個
別
指
導

日
12
月
17
日
（
火
）
午
前
10
時

〜
11
時　

講
土
岐
一
希
氏
（
元

気
長
生
き
応
援
隊
）

◎ 

共
通
事
項

定
30
人 

先
着　

場
市
立
図
書
館

「
視
聴
覚
室
」　

対
原
則
全
て
の
講

座
に
参
加
で
き
る
人　

申
・
問
健

康
推
進
課 

健
康
づ
く
り
係　

☎
62

‐
２
５
１
０
（
内
線
２
６
２
３
）

ス
ポ
ー
ツ

太
極
拳
教
室
参
加
者
募
集

◎
1
か
月
無
料
体
験
で
き
ま
す

　

体
の
内
側
の
筋
肉
を
ゆ
っ
た

り
伸
ば
し
、
膝
・
肩
な
ど
全
身

の
筋
肉
を
丈
夫
に
す
る
健
康
的

な
運
動
で
す
。

日
8
月
6
日
（
火
）、20
日
（
火
）、

27
日
（
火
）
午
後
7
時
30
分
〜
9

時
（
本
練
習
）、
本
練
習
前
の
30

分
（
剣
の
自
主
練
習
）　

※
月
3

回
実
施
。
9
月
以
降
の
日
程
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。　

場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
京
和
荘

1
階
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」　

￥

１
５
０
０
円
／
月　

※
剣
の
自
主

練
習
は
５
０
０
円
加
算　

持
運
動

の
で
き
る
服
装
、
運
動
靴
、
飲
み

物　

問
太
極
拳
京
ヶ
瀬
教
室　

花
澤　

☎
67
‐
４
０
０
６
、
鈴

木　

☎
０
９
０
‐
４
９
４
４
‐

４
７
０
７

く
ら
し
・
相
談

Life･ Consultation

図
書
施
設
休
館
（
室
）
日

◎ 

市
立
図
書
館

日
8
月
5
日
（
月
）、15
日
（
木
）、

19
日
（
月
）、
26
日
（
月
）

◎ 

水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

日
8
月
2
日
（
金
）、9
日
（
金
）、

15
日
（
木
）、
16
日
（
金
）、
23

日
（
金
）、
30
日
（
金
）

問
市
立
図
書
館　

☎
67
‐
２
５
０
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
希
望
者
説
明
会

日
8
月
8
日
（
木
）、
9
月
12
日

（
木
）午
前
10
時
〜
11
時
30
分（
毎

月
第
2
木
曜
）　

場
福
祉
会
館

1
階
「
遊
戯
室
」　

対
市
内
在
住

の
60
歳
以
上
で
働
く
意
欲
の
あ

る
人　

内
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
事
業
紹
介
・
内
容
説
明　

問
（
公
社
）
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー　

☎
62
‐
１
３
６
５

川
で
遊
ぶ
と
き
は
急
な

増
水
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

川
で
遊
ぶ
と
き
に
は
、
急
な

増
水
に
備
え
、
遊
ぶ
場
所
近
辺

と
そ
の
上
流
部
の
河
川
水
位
や

降
雨
状
況
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
現
地
で
は
、

事
前
に
危
険
な
場
所
を
確
認
し
、

雨
が
降
り
始
め
た
り
、
水
か
さ

が
増
え
た
り
し
た
場
合
は
、
す

ぐ
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

　

河
川
水
位
等
の
各
種
情
報
は
、

「
新
潟
県
土
木
防
災
情
報
シ
ス

テ
ム
」
で
確
認
で
き
ま
す
。
パ

ソ
コ
ン
版
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

版
サ
イ
ト
を
公
開
し
て
い
ま

す
。
パ
ソ
コ
ン
版
は
今
年
度
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
使
い
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
新
潟
県
河
川
管
理
課　

☎

０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
４
１
４
、

新
潟
県
砂
防
課　

☎
０
２
５
‐

２
８
０
‐
５
４
２
４

催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

　今月から来年 3月まで、日常会話でよく使
う手話を毎月 1単語ずつ紹介します。
　手話を覚えて聴覚障害がある人とコミュニ
ケーションをとってみましょう。

「おはよう」
　握った右手を顔の横に置き、そのまま下げま
す。次に両手の人差し指を向かい合わせて立
て、お辞儀をするように折り曲げます。

1 2
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く
ら
し
・
相
談

Life･ Consultation
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容

は
電
話
で
確
認
で
き
ま
す

　

市
で
は
、
災
害
時
の
情
報
や
防

犯
情
報
、
有
害
鳥
獣
情
報
な
ど
を

防
災
行
政
無
線
を
使
っ
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
内
容
は
安
全
安
心
メ
ー

ル
で
送
信
さ
れ
る
ほ
か
、
電
話
自

動
応
答
で
も
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
放
送
内
容
を
聞
き
取

れ
な
か
っ
た
場
合
や
、
も
う
一
度

確
認
し
た
い
場
合
は
電
話
自
動

応
答
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
自
動
応
答
＝
☎
０
２
５
０
‐

62
‐
８
１
５
０　

問
危
機
管
理
課 

危
機
管
理
係　

☎
25
‐
７
１
９
４

あ
か
ま
つ
荘

休
館
の
お
知
ら
せ

　

あ
か
ま
つ
荘
は
、
レ
ジ
オ
ネ
ラ

属
菌
の
対
策
（
浴
槽
配
管
、
ろ
過

機
洗
浄
・
館
内
清
掃
）
実
施
の
た

め
、
次
の
と
お
り
休
館
し
ま
す
。

日
8
月
21
日
（
水
）、
22
日
（
木
）

問 

あ
か
ま
つ
荘　

☎
68
‐
５
７
２
６

　市では年間約１万５千トンのごみを収集・処
理していますが、その費用は約５億円にもなり
ます。ごみの減量にご協力をお願いします。
◎ 5Ｒのすすめ
　循環型社会を実現するキーワードに、
Reduce（発生抑制）・Reuse（再使用）・Recycle（再
生利用）の3つの言葉の頭文字をとった3Ｒ
があります。最近ではこの3Ｒをさらに進め、
Refuse（受け取らない）、Repair（修理する）
を加えた5Ｒの取り組みが求められています。
　「捨てればごみ、分ければ資源」といわれま
す。一人一人が5Ｒの意識を持ち、環境に優
しい生活を実践しましょう。
● Reduce（リデュース）⇒ごみの発生抑制
　・・  物は必要な分だけ購入する。
　・・  丈夫で品質が良く長く使えるものを購入する。
　・・  食べ残しや賞味期限切れなどが発生しな
いよう、買い物や調理法を工夫する。

● Reuse（リユース）⇒再使用
　・・  詰め替え商品を購入する。
　・・  不要になった物は人に譲る。
　・　・  フリーマーケットやリサイクルショップ
を利用する。

● Recycle（リサイクル）⇒再生利用
　・・  ごみや資源を正しく分別して出す。
　・・  リサイクル製品を選んで購入する。
● Refuse（リフューズ）⇒ごみになるものは
　受け取らない
　・　・  過剰な包装を断る。
　・　・  買い物の際はマイバッグを持っていく。
　・・  レジ袋、使い捨てスプーンなどはもらわない。

● Repair（リペアー）⇒修理して使用
　・・  お気に入りを大切に使う。
　・　・  服は修理したり、古い布は雑巾に利用する。
◎生ごみのダイエット
　生ごみの約80％は水分といわれています。
水分を減らすとごみの減量が図られるだけで
なく、臭いが少なくなり家庭でも収集の現場
でも扱いやすくなります。
　簡単にできるごみダイエット例を紹介します。
●しぼる
　三角コーナーや水切りネットなどに入れ、
瓶の底等を使い、押しつぶしてからごみ袋に
入れる。
●ぬらさない
　タマネギの皮など乾いているものは濡らさ
ずにごみ袋に入れる（余計な水分を吸わせな
い）。また野菜は洗う前に皮をむく。
●乾かす
　茶がらやティーパック、野菜くずなどは、
乾燥させてからごみ袋に入れる。

問 市民生活課 環境係　
☎ 62‐2510（内線 2105）

ごみの減量にご協力をお願いしますごみの減量にご協力をお願いします

〈メモ〉
　ごみの年間総量の8割は燃えるごみ
であり、この３割が生ごみと推測され
ています。
　このため、ごみ焼却場では生ごみ分
だけで年間約３千トンの水分が焼却さ
れている計算になります。

催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
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催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

8 月の各種相談

　各種相談所および窓口は、いずれも相談無料で、秘密は固く守られます。一人で悩まず、ご相談くだ
さい。　※記載のないものは、祝日の実施はありません。

相談名 日時 内容・必要な物 場所 予約・問い合わせ

健
康
・
福
祉

高齢者
相談窓口

一般相談 月～金曜
9：00 ～ 17：00

相談員が高齢者とその
家族の相談に応じます。 新潟県高齢者総合相

談センター内（新潟市
中央区上所2-2-2 新潟
ユニゾンプラザ3階）

☎ 025-285-4165
（相談・予約）専門相談

要予約
5日（月）、13日（火）、19
日（月）、26日（月）

弁護士が法律相談に応
じます。

認知症
コールセンター

月～金曜
9：00 ～ 17：00

相談員が認知症の人とそ
の家族の相談に応じます。

☎ 025-281-2783
（相談）

精神科医による
こころの健康相談会
要予約

22 日（木）
13：30～ 16：00

精神科医が精神的な病気
やこころの健康に不安を
感じている人やその家族
の相談に応じます。

新発田地域振興局2
階「予診室」（新発田
市豊町3-3-2）

新発田地域振興
局 地域保健課
☎ 0254-26-9133

保健師による
こころの健康相談 
要予約

毎週水曜
9：00～ 16：00
（第2・4水曜は予約不要 ）
※相談日以外も随時対応可

保健師がこころの健康
に関する相談に応じま
す。

水原保健センター

健康推進課 健康
づくり係　☎ 62-
2510（内線2622・
2612）

子
育
て
・
教
育

教育相談 毎週水曜
9：00 ～ 16：30

教育相談員が教育上の
悩みやいじめなどの相
談に応じます。

教育センター（笹神支所内）
☎ 62-2790

育児相談

毎週月・金曜
9：00 ～ 12：00
毎週水曜
9：00 ～ 16：00

保健師・助産師・栄養
士が育児に関する相談
に応じます。

水原保健センター

健 康 推 進 課 子
育 て 係　 ☎ 62-
2510（内線2635・
2637）

にこにこなんでも
相談

1 日（木）、21 日（水）
12：00 ～ 16：00

子どもの健康や発達の
ことなど、育児全般に
ついて相談に応じます。

あがの子育て支援センターにこにこ
☎ 62-5581

そ
の
他

消費者相談

月～金曜
8：30 ～ 17：15

消費者生活相談員が、
消費生活問題の相談に
応じます。

市民生活課 相談係（内線 2104）

月～金曜
9：00 ～ 17：00
土曜（電話相談のみ）
10：00 ～ 16：30
※来所相談は 要予約

新潟県消費者生活セ
ンター（新潟市中央区
上所2-2-2 新潟ユニゾ
ンプラザ1階）

新潟県消費者生
活センター
☎ 025-285-4196

年金相談 要予約 21 日（水）
10：00 ～ 14：30

新発田年金事務所の職
員が相談に応じます。
予約時に氏名、住所、基
礎年金番号、電話番号、
希望の相談開始時間、相
談内容を伝えてください。

水原総合体育館1階
「ミーティングルーム」

予約＝新発田年金
事務所　☎ 0254-
23-2128　問い合わ
せ＝健康推進課 国
保年金係　☎ 62-
2510（内線2183）

行政相談 9 日（金）
10：00 ～ 12：00

行政相談員が国の仕事
や国が県や市町村に委
ねている仕事について
相談に応じます。

市役所 1階「相談室」
市民生活課 相談係
☎ 62-2510
（内線 2104）

弁護士による「法
律相談」 要予約

7日（水）、21日（水）
13：30 ～ 16：30 弁護士、司法書士がそれ

ぞれの専門業務に特化し
た相談に応じます。（無
料）（予約時に簡単に内容
を聞きます）

新  司法書士による
「法律相談」  要予約

28 日（水）
13：30 ～ 16：30

就職相談会 要予約 6日（火）、20日（火）
14：00～ 16：00

15～39歳で就業していな
い人を対象に面接対応や履
歴書の添削、就職に関する
相談に応じます。

水原公民館 3階

下越地域若者サ
ポートステーション
（新発田市中央町1）
☎ 0254-28-8735

労働相談 月～金曜
8：30 ～ 17：15

残業代未支払いなど、労
働条件の相談や働き方改
革に関する事業主からの
相談に応じます。

新発田労働基準監督
署（新発田市日渡96） ☎ 0254-27-6680
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Life･ Consultation
全
国
家
計
構
造
調
査
を

実
施
し
ま
す

　

総
務
省
統
計
局
（
新
潟
県
・

阿
賀
野
市
）
で
は
全
国
家
計
構

造
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

８
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
統
計

調
査
員
が
、
調
査
対
象
地
域
の
全

て
の
世
帯
に
対
し
て
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
配
布
・
世
帯
主
の
確
認
や
、

無
作
為
に
選
定
さ
れ
た
調
査
対

象
世
帯
に
対
し
て
調
査
書
類
の
配

布
・
記
入
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
。

　

調
査
対
象
世
帯
に
選
定
さ
れ

た
場
合
は
、
調
査
の
趣
旨
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
調
査
票
へ
の

回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
の
目
的
＝
家
計
に
お
け
る

消
費
や
所
得
、
資
産
・
負
債
の

実
態
を
総
合
的
に
把
握
し
、
世

帯
の
所
得
分
布
や
消
費
水
準
等

を
全
国
的
・
地
域
別
に
明
ら
か

に
す
る
こ
と　

対
国
か
ら
指
定

さ
れ
た
調
査
区
か
ら
、
無
作
為

に
選
定
さ
れ
た
2
人
以
上
の
世

帯
40
世
帯
と
単
身
世
帯
8
世
帯

調
査
内
容
＝
こ
の
調
査
で
は
、

「
基
本
調
査
」
を
お
願
い
す
る
世

帯
と
「
簡
易
調
査
」
を
お
願
い

す
る
世
帯
が
あ
り
ま
す
。

【
基
本
調
査
】

①
日
々
の
家
計
の
収
入
と
支
出

に
つ
い
て
、
2
か
月
間
（
10
月
・

11
月
）
の
調
査

②
年
間
収
入
額
、
貯
蓄
額
、
世
帯

構
成
、
世
帯
員
の
就
業
・
就
学
状

況
、
現
住
居
の
状
況
な
ど
の
調
査

【
簡
易
調
査
】

①
年
間
収
入
額
、
貯
蓄
額
、
世
帯

構
成
、
世
帯
員
の
就
業
・
就
学
状

況
、
現
住
居
の
状
況
な
ど
の
調
査

回
答
方
法
＝
次
の
い
ず
れ
か
の

方
法
を
選
択
で
き
ま
す
。　

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
回

答　

②
調
査
員
に
提
出　

③
郵

送
で
提
出
（
簡
易
調
査
の
み
）　

問
総
務
課 

庶
務
係　

☎
62
‐

２
５
１
０
（
内
線
２
２
４
５
）

水
原
ま
つ
り

昭
和
42
年
度
水
中
卒
で

民
踊
流
し
を
踊
り
ま
し
ょ
う

　

昭
和
42
年
度
に
水
原
中
学
校

を
卒
業
し
た
人
（
昭
和
27
年
4
月

2
日
〜
昭
和
28
年
4
月
1
日
生

ま
れ
）
で
元
気
に
踊
れ
る
こ
と
に

感
謝
し
て
、「
ニ
コ
ニ
コ
笑
っ
て

踊
り
隊
」
と
し
て
今
年
も
水
原
ま

つ
り
民
踊
流
し
に
参
加
し
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
白

い
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
用
意
し
、
午
後

6
時
50
分
に
神
明
宮
前
に
集
合

し
て
く
だ
さ
い
。
2
次
会
も
予

定
し
て
い
ま
す
。
大
勢
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
加
藤　

☎
０
９
０
‐
５
３
０
８

‐
１
３
４
４

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
適
切

な
利
用
に
つ
い
て

○ 

運
転
手
付
き
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

の
手
配
は
、
国
土
交
通
大
臣

の
許
可
を
得
た
バ
ス
会
社
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

運
転
手
付
き
の「
白
ナ
ン
バ
ー
」

の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
（
い
わ
ゆ
る

白
バ
ス
）
は
、
道
路
運
送
法
に

違
反
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

・ 

道
路
運
送
法
の
許
可
を
受
け

た
バ
ス
会
社
の
正
規
の
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
に
は
「
緑
ナ
ン
バ
ー
」

が
つ
い
て
い
ま
す
。

○ 

レ
ン
タ
カ
ー
の
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
に
は
運
転
手
は
付
い
て
い

ま
せ
ん
。

・ 

レ
ン
タ
カ
ー
と
運
転
手
が
一
体

的
に
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
も

「
白
バ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
法
律
に

違
反
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
利

用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

違
法
な
白
バ
ス
を
利
用
し
て
事

故
に
遭
っ
た
場
合
、
保
険
が
適

用
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・ 

違
法
な
白
バ
ス
を
利
用
し
て
事

故
に
遭
い
負
傷
し
た
場
合
、
適
切

な
損
害
賠
償
が
な
さ
れ
ず
、
治
療

費
な
ど
の
損
害
額
を
利
用
者
自
身

が
全
額
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

問
北
陸
信
越
運
輸
局 

新
潟
運
輸

支
局　

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐

３
１
２
４

ハ
ス
の
花
を
販
売
し
ま
す

日
8
月
12
日
（
月
・
振
休
）
午

前
7
時
〜　

※
な
く
な
り
次
第

終
了
（
小
雨
決
行
）　

場
瓢
湖
・

白
鳥
観
察
舎
前　

販
売
数
量
＝

約
１
５
０
０
本　

※
1
人
7
本

以
内　

￥
ハ
ス
・
１
０
０
円
／

本
、
葉
・
50
円
／
枚
、
ハ
ス
の

実
・
１
０
０
円
／
本　

他
諸
般
の

事
情
に
よ
り
販
売
は
今
年
限
り

で
終
了
し
ま
す
。
長
年
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

問
（
公

社
）
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
62
‐
１
３
６
５

催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

（広 告）

不用になりました トラクター・バイク・トラック・耕運機
（ディーゼル）・フォークリフト他 買い取りいたします

お売り下さい（買取専門）お売り下さい（買取専門）

福地オート   阿賀野市野田1066番地

◎お電話はこちらへ ☎0250-68-4130

紹介キャンペーン実施中

前
後
前
後【買取例】【買取例】クボタトラクター L1-24クボタトラクター L1-24（4WD）（4WD）  2222万円万円

【買取例】【買取例】ヤンマートラクター FX265ヤンマートラクター FX265（4WD）（4WD）  1616万円万円

サンポウ福祉タクシーサンポウ福祉タクシー
運賃料金（中型車）　ストレッチャー可

 ・初乗り運賃 1 割引き 580 円

 ・迎車料金 無料  ・基本他料金有り

 ・時間制 30 分 2,740 円 ・障がい者割 1 割引き

☎ 070-4128-1234☎ 070-4128-1234　
阿賀野市猫山 434　代表 宮尾 正彦

盆
花
を
販
売
し
ま
す

日
8
月
12
日
（
月
・
振
休
）、
13
日

（
火
）、
各
日
午
前
7
時
〜　

※
な

く
な
り
次
第
終
了　

場
ゆ
う
き
ふ

れ
あ
い
即
売
所　

￥
1
束
３
０
０

円　

※
1
人
10
束
ま
で　

問
五
頭

山
麓
う
ら
ら
の
森 

ゆ
う
き
ふ
れ
あ

い
即
売
所　

☎
66
‐
２
２
９
９

夜
間
役
所

日
8
月
7
日
（
水
）、
21
日
（
水
）

午
後
5
時
15
分
〜
7
時　

場
市

役
所
1
階
市
民
生
活
課　

※
各

支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん
。　

内

戸
籍
、住
民
票
、印
鑑
登
録
・
証
明
、

通
知
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
の

記
載
事
項
変
更
・
交
付
、
納
税
、

口
座
振
替
手
続
き
、
母
子
健
康
手

帳
の
交
付
等
。
パ
ス
ポ
ー
ト
は
交

付
の
み
で
す
。　

問
市
民
生
活
課 

市
民
係
（
内
線
２
１
０
１
）

帰
省
の
際
に
は
実
家
の

家
電
を
要
チ
ェ
ッ
ク
！

　

毎
年
、
6
〜
8
月
は
扇
風
機
・

エ
ア
コ
ン
の
火
災
事
故
が
多
く

発
生
し
、 

死
亡
事
故
も
起
こ
っ

て
い
ま
す
。

　

火
災
の
原
因
は
、
製
品
の
欠

陥
や
、
不
適
切
な
設
備
工
事
な

ど
の
ほ
か
に
、
長
年
使
用
し
続

け
て
劣
化
し
た
部
品
か
ら
の
発

火
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
10
年

以
上
使
用
し
て
い
る
扇
風
機
は
、

買
い
換
え
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。 

　

次
の
よ
う
な
事
故
の
予
兆
が

見
ら
れ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
使

用
を
中
止
し
、
電
源
プ
ラ
グ
を

コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
い
て
、
修

理
窓
口
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

・ 

ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
も
羽
根

が
回
ら
な
い
こ
と
が
あ
る 

・ 

回
転
が
不
規
則

・ 

首
振
り
動
作
が
不
規
則

・ 

異
常
な
音
が
す
る

　

特
に
高
齢
者
は
、
長
年
愛
用
し

た
家
電
製
品
を
使
い
続
け
る
例
が

見
ら
れ
ま
す
。
離
れ
て
暮
ら
す
家

族
も
見
守
り
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　

消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
は
、
消
費
者
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.caa.go.jp/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
市
民
生
活
課 

相
談
係　

☎
62

‐
２
５
１
０
（
内
線
２
１
０
４
）、

新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１
９
６

大
日
原
演
習
場
訓
練
予
定

射
撃
訓
練
＝
8
月
3
日
（
土
）、

5
日
（
月
）、
19
日
（
月
）
午
前

8
時
〜
午
後
5
時　

※ 

演
習
場
内
へ
の
立
ち
入
り
は
、

許
可
が
必
要
で
す
。

問

新
発
田
駐
屯
地　

☎

０
２
５
４
‐
22
‐
３
１
５
１

♥地産地消　阿賀野の恵み　米・大豆・牛乳・野菜食育メッセージ

催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

【人の動き】

●人口 42,096 人（－ 70）
　　男 20,384 人（－ 34）
　　女 21,712 人（－ 36）
・出生 16 人　・死亡 49人　・転入 40人　・転出 77人
●世帯数 14,441（－ 11)
　　令和元年 7月 1日現在（　）は前月比（7月 1日～ 15 日届出分、敬称略）

氏名 保護者名 誕生日 住所

木村　飛
あ す き

希 一　貴 6.20 長　起

木下　有
ゆ う な

梛 直　樹 6.25 金田町

石澤　陽
は る き

樹 勇　輔 6.26 緑　岡

石井　心
こ こ な

菜 潤 6.29 山　倉

小菅　宏
こ う や

弥 宏　樹 6.30 福　井

小澤　　祭
さい

秀　一 7.3 下福岡

石塚　楓
ふ う ま

麻 凌　二 7.5 中ノ通

羽田　陽
ひ ま り

葵 一　輝 7.7 寺　社

氏名 年齢 死亡日 住所

塩田　文雄 71歳 7.2 七　島

掛田　國臣 76歳 7.2 畑　江

佐藤　郷子 83歳 7.4 大　室

瀬藤　ナミ 94歳 7.7 堀　越

青木　ミヨ 79歳 7.7 箸木免

佐藤キヨミ 100歳 7.8 保　田

加藤カツミ 75歳 7.9 岡山町

我　ヨイ 89歳 7.9 金渕甲

青木マツノ 103歳 7.9 箸木免

金田　和江 91歳 7.10 寺　社

福西　隆雄 62歳 7.10 安野町

和氣　正家 86歳 7.11 笹　岡

遠藤　文芳 71歳 7.13 上坂町

渡邊　修身 63歳 7.13 保　田

樋口　キイ 79歳 7.14 粕　島



合
併
し
て
何
年
も
経
過

し
て
い
る
の
に
、
笹
神

支
所
入
口
に
あ
る
石
碑

が
「
笹
神
村
役
場
」
の
ま
ま
で
あ
る
。

早
く
変
更
を
検
討
し
た
方
が
良
い
。

こ
の
石
碑
は
、
合
併
前

に
笹
神
村
役
場
庁
舎
が

置
か
れ
て
い
た
証
し
と

し
て
、
そ
の
ま
ま
残
し
、

石
碑
の
手
前
に
解
説
板
を
設
置
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、

石
碑
を
残
し
た
趣
旨
を
説
明
す
る
ポ

ス
タ
ー
を
笹
神
支
所
内
に
掲
示
し
、

周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
市
長
へ
の
た
よ
り
を
送
る
に
は

◎
専
用
は
が
き
（
切
手
不
要
）

　

次
の
施
設
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

○
安
田
地
区
… 

安
田
交
流
セ
ン
タ
ー

「
風
と
ぴ
あ
」、
吉
田
東
伍
記
念
博
物

館
、
宝
珠
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
あ
か

ま
つ
荘

○
京
ヶ
瀬
地
区
…
京
ヶ
瀬
支
所
、
市

立
図
書
館
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
京

和
荘

○
水
原
地
区
…
市
役
所
、
水
原
公
民

館
、
水
原
中
学
校
市
民
図
書
室
、
水

原
総
合
体
育
館
、
福
祉
会
館
、
水
原

保
健
セ
ン
タ
ー
、
リ
ズ
ム
・
ハ
ウ
ス

瓢
湖

○
笹
神
地
区
…
笹
神
支
所
、
ふ
れ
あ

い
会
館
、
笹
神
体
育
館
、
五
頭
山
麓

う
ら
ら
の
森 

◎
電
子
メ
ー
ル

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
市
長
の
部
屋
」
に
入
力

フ
ォ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。

■ 

送
付
先
・
問
い
合
わ
せ

　

市
長
政
策
・
市
民
協
働
課 

秘
書

広
報
広
聴
係
（
内
線
２
２
１
２
）

い
た
だ
い
た
意
見
は
市
長
が
必
ず
目
を
通
し
ま
す

「
市
長
へ
の
た
よ
り
」
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
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阿
賀
野
高
校
を
思
う

　

今
年
、阿
賀
野
高
校
に
入
学
し
た
生
徒
は
、

募
集
１
２
０
名
に
対
し
62
名
で
し
た
。
入
学

希
望
者
が
少
な
く
定
員
割
れ
が
続
く
状
況

に
、
今
後
は
ど
う
な
る
の
か
、
存
続
で
き
る

の
か
、
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
平
成

19
年
に
水
原
高
校
と
安
田
高
校
が
統
合
し

て
設
立
さ
れ
た
阿
賀
野
高
校
で
す
が
、
学

区
廃
止
に
よ
り
年
々
入
学
希
望
者

が
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。
水
原

高
校
は
明
治
44
年
に
水
原
農
学
校

と
し
て
開
校
し
た
歴
史
と
伝
統
の

あ
る
高
校
で
す
。
ま
た
、
安
田
高

校
は
昭
和
52
年
に
創
立
さ
れ
、
歴

史
こ
そ
そ
う
古
く
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
地
域
で
活
躍
す
る
人
材
を
多

く
輩
出
し
て
き
た
学
校
で
す
。
こ

の
よ
う
な
歴
史
を
持
つ
阿
賀
野
高

校
は
、
市
内
唯
一
の
高
校
で
あ
り
、

何
と
し
て
も
残
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
県
教
育
委
員
会

は
昨
年
7
月
、
平
成
31
〜
33
年
の
県
立
高
校

再
編
整
備
計
画
を
公
表
し
ま
し
た
が
、
そ
れ

に
よ
る
と
、
阿
賀
野
高
校
は
、
来
年
度
か
ら

地
域
と
連
携
し
た
特
色
あ
る
コ
ー
ス
を
設

置
し
、
総
合
選
択
制
の
高
校
に
す
る
と
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
普
通
科
の
特
色
化
、

コ
ー
ス
制
の
導
入
な
ど
何
度
と
な
く
検
討

し
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
が
、
生
徒
の
さ

ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
特
色
あ
る
学

校
づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
政
府
の
教
育
再
生
実
行
会
議
は
５

月
中
旬
、「
技
術
の
進
展
に
応
じ
た
教
育
の

革
新
」
と
「
新
時
代
に
対
応
し
た
高
校
改

革
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
第
11
次
提
言
を
ま
と

め
ま
し
た
。
こ
の
提
言
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト

は
、
高
校
生
の
約
7
割
が
在
籍
す
る
普
通
科

に
つ
い
て
改
革
す
る
と
し
て
い
る
こ
と
で

す
。
教
育
内
容
が
画
一
的
で
、生
徒
の
能
力
、

適
性
、
興
味
・
関
心
、
進
路
な
ど
の

多
様
化
に
対
応
で
き
て
い
な
い
と
い

う
指
摘
が
あ
り
、
提
言
で
は
、
普
通

科
を
各
学
校
の
教
育
の
方
向
性
を
踏

ま
え
、
①
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
を
デ
ザ

イ
ン
す
る
力
の
育
成
、
②
グ
ロ
ー
バ

ル
に
活
躍
す
る
リ
ー
ダ
ー
の
素
養
の

育
成
、
③
科
学
技
術
分
野
で
の
イ
ノ

ベ
ー
タ
ー
と
し
て
の
素
養
の
育
成
、

④
地
域
課
題
の
解
決
な
ど
を
通
じ
た

探
究
的
な
学
び
の
観
点
か
ら
類
型
化

す
る
案
を
示
し
た
と
し
て
い
ま
す
。

　

過
去
の
学
区
廃
止
は
生
徒
の
選
択
の
自

由
を
拡
大
し
た
一
方
で
、
学
校
間
の
格
差
を

生
み
ま
し
た
が
、
重
要
な
こ
と
は
、
生
徒
が

将
来
の
進
路
希
望
を
踏
ま
え
て
自
分
の
選

択
し
た
学
校
で
高
校
生
活
を
充
実
さ
せ
て

い
く
こ
と
で
あ
り
、
生
徒
か
ら
選
ば
れ
る
魅

力
あ
る
学
校
に
改
革
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

田 

中 

清 

善


